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２）課題解決能力の一環として、情報の正確性や信
頼性を識別し、発信者の意図を読み解く能力と計
算結果を鵜呑にせず、解の妥当性を判断する情報
の科学的能力が不可欠となってくる。文系理系等
を問わず、学問分野共通のリテラシーとして様々
な教育場面で身につけておくことが求められてる。
３）情報の倫理教育を実際に授業で取り上げている
のは３割に留まっており、人格形成教育の入り口
として情報を取り扱う心の教育の普及も含めて課
題であることが判明した。５割近くが初年次教育、
３割が情報センタ部門での教育と初年次教育で実
施しており、あらゆる分野の授業でリテラシー能
力の活用を取り上げ、身に付けさせるようなカリ
キュラムとはなっていない。

分野共通の学士力としての情報活用能力のガイド
ラインを研究するため、加盟大学での情報リテラ
シー教育の実態を調査し、その結果を踏まえて情報
リテラシー教育のガイドラインの研究を進めた。

１．情報リテラシー教育の実態

１）「文章表現・統計計算」「情報の倫理に配慮して、
加工・表現・発信」「情報社会の理解とセキュリ
ティ対策」を７割から８割の大学が実施している
が、「コンピュータの仕組みと原理」「情報通信技
術を活用したコミュニケーション」は６割、「情
報の信頼性の選別・識別」は４割、「モデル化、
シミュレーション」は２割に留まっており、課題
解決能力の一環として、情報を読み解く能力と解
の妥当性を判断する情報の科学的能力の教育が大
半の大学で実施されていないことが判明した。
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情報リテラシー教育の実態とガイドラインの考察

(1) 収集した情報を情報の倫理に配慮して、加工・表現・
発信できるようにする

(2) ソフトを使って文章表現・統計計算ができるようする

(3) 情報社会の光と影を理解させ、安全を維持するための　
セキュリティの知識・技能を身に付けさせる

(4) コンピュータと情報通信の仕組みと原理を理解させる

(5) 問題を効果的に解決する手法として、モデル化やシュ　
ミレーションに必要な知識と技能を習得させる

(6) 情報通信技術を活用して最適なコミュニケーションを
行うための知識と技能を習得させる

(7) 情報の信頼性を選別・識別する知識と技能を習得させる
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(1) 授業で情報倫理を取り上げている

(2) 授業で情報倫理を取り上げていない（ホームページ、
電子メール、文書・表計算ソフトの活用法などになっ
ている）
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(1) 情報部門センターで、ネットへのアクセス権限等を取
得させる中で実施

(5) 初年次教育およびキャリア教育で実施

(4) 初年次教育で実施

(2) 情報部門センターでの実施と初年次教育の一環として
実施

(6) キャリア教育で実施

(3) 情報部門センターでの実施と初年次教育およびキャリア
教育で実施
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４）情報の取り扱いに関する問題は、ケーススタディ
によるグループ学習を通じて身近な問題として認
識しておくことが重要で、専門教育の様々な場面
において取り上げていくことを学内で共通理解し
ておくことが望まれる。それには、教員の指導能
力の開発が必要であることから、大学のガバナン
スにＦＤ対応の提案を呼びかけていくことが重要
としている。

２．情報リテラシー教育のガイドラインの考察

上記のアンケート結果を踏まえて、分野共通に身
に付けるべき学習成果の到達目標について情報社会
を主体的に判断・行動できる、情報通信技術を活用

情報リテラシー教育の内容

情報リテラシー教育の実施体制

情報倫理教育の実施状況



理・分析・表現・伝達・発信することがで
きる。
＊情報通信技術を活用して最適なコミュニケー
ションを行うことができる。

【到達目標３】
コンピュータと情報通信の仕組みを理解し、
モデル化やシミュレーションを用いて効果的に
問題を解決できる。

（到達度）
＊情報のデジタル表現を説明でき、コンピュータ
および情報通信ネットワークの動作原理や
構成を説明できる。
＊情報システムの仕組みや社会における役割
を明できる。
＊モデル化の考え方を説明でき、プログラム
の作成やシミュレーションを通じて、簡単
な問題を解決できる。

到達目標１】
情報社会の光と影を認識し、主体的に判断し
行動することができる。

（到達度）
＊発信者の意図を理解した上で、情報を読み
解く力を身につけている。
＊情報社会の光と影を理解し、安全に配慮し
て行動することができる。
＊社会の一員としての責任を理解し、他者に
配慮して情報を扱うことができる。

【到達目標２】
問題解決に情報通信技術を活用することがで
きる。

（到達度）
＊課題や目的に応じて情報通信技術を適切に
選択することができる。
＊課題や目的に応じて情報を検索・収集・整　　
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平成28年度大学入試センター試験の
出題教科・科目等（中間まとめ）に関する意見の提出

平成23年12月19日付けで大学入試センターは、平
成21年３月に新しい高等学校学習指導要領が告示さ
れたことに対応した28年度入試センター試験からの
出題教科、科目等の検討状況を中間まとめとして公
表し、国大協、公大協、日本私立大学団体連合会等
の国公私立大学関係団体等に意見を求めた上で、24
年３月頃を目途に一定の結論を得るとした。
本協会としては、本問題については事業計画で取
り上げていないこともあり、24年１月の理事会で情
報教育研究委員会の活動計画に追加することの了承
を得て、意見のとりまとめに向け、検討を行った。
中間まとめは、二つの点を検討の対象としている。
一つは、出題教科に新指導要領に対応し、平成25
年４月から高等学校等において実施される教科に関
し、平成28年度入試センター試験からは、数学、理

科に加えて、必履修教科のうち、国語、地理歴史、
公民および外国語の４教科を出題の対象とし、それ
ぞれの教科の必履修科目および選択科目の中から出
題する。なお、専門教育を主とする学科における履
修科目の出題について、配慮する。また、必履修教
科のうち共通教科「情報」の出題については、さら
に検討することとする。必履修教科の共通教科「情
報」に関しては対象としない虞があること。
二つは、出題科目等のところで、専門学科に関す
る科目（「工業数理基礎｣､「簿記・会計」および「情
報関係基礎」）の出題は、受験者数が極めて少ない
ものについては慎重に検討するとしており、出題を
廃止することが考えられるとのこと。「情報関係基
礎」は、「専門教育を主とする農業、工業、商業、
水産、家庭、看護、情報および福祉の八つの教科に

学習方法の例示」「到達度の測定方法」を中間的に
とりまとめた。今後、中間まとめを見直し、９月に
紹介する予定にしている。

できる、情報を科学的にとらえ、問題解決できる点
を重視して、以下の通り三つの到達目標を設定した。
その上で、それぞれ学習成果の「到達度」「教育・




